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月
５
日
、
豊
岡
北
地
区
暴
力
追
放
・
防
犯
・
交

１１
通
安
全
大
会
が
城
崎
大
会
議
館
で
開
催
さ
れ
、
地
域

住
民
ら
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
暴
力
追
放
・
防
犯
・
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
を
目
指
し
て
、
豊
岡
北
警
察
署
管
内
（
港
・

城
崎
・
竹
野
地
域
）
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
防

犯
や
交
通
安
全
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
や
団
体
へ
の
表

彰
式
の
ほ
か
、
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
球
団

本
部
長
の
中
村
勝
広
さ
ん
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
城
崎
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
や
交
通
少

年
団
、
城
崎
中
学
校
吹
奏
楽
部
な
ど
に
よ
る
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
、「
犯
罪
の
な
い
安
全
で
明
る
く
住
み
よ

い
街
づ
く
り
の
実
現
」
に
向
け
努
力
す
る
こ
と
を
、

地
域
住
民
、
行
政
、
警
察
の
三
者
が
誓
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
小
田
井
区
と
社
会
福
祉
協
議
会
、
市

１０

２８

が
協
働
し
て
「
そ
れ
行
け
！
お
だ
い
探
検
隊
」
を
小

田
井
区
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、ま
ち
へ
の
関
心
を
高
め
、防
災
意
識

を
芽
生
え
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
、
当
日
は
、

前
回
開
催
し
た
下
陰
区
に
引
き
続
き
、 ｍ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ 

モ  
ッ  
ト  
ー

ひ
ょ
う
ご
事
務
局
長
の
栗
木　

剛
さ
ん
に
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
。　

人
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
が
２

１２

班
に
分
か
れ
て
、
地
区
内
に
あ
る
消
火
栓
や
防
火
水

槽
、
危
険
箇
所
な
ど
を
確
認
し
、
地
図
上
に
書
き
込

ん
だ
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
し
な
が
ら
、
大
き
な
防

災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
消
火

器
を
使
っ
た
消
火
訓
練
も
実
施
し
、
楽
し
み
な
が
ら

自
主
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
竹
野
町
体
育
協
会
の
主
催
に
よ
り
、

１１

１１

秋
の
町
民
球
技
大
会
「
第
７
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
」
が
、
竹
野
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
在
住
者
を
対
象
に　

チ
ー
ム
（
男

１５

女
混
成
４
人
１
チ
ー
ム
）
が
参
加
し
、
ゴ
ム
製
の
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま

し
た
。
応
援
に
駆
け
つ
け
た
家
族
や
友
人
な
ど
が
元

気
に
声
援
を
送
る
と
、
出
場
者
た
ち
の
プ
レ
ー
に
も

熱
が
こ
も
り
、
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
と
な
る
場
面
も
み

ら
れ
ま
し
た
。な
お
、優
勝
は
３
班
Ａ
チ
ー
ム（
御
又
・

森
本
・
坊
岡
地
区
）
が
勝
ち
取
り
、
勝
利
の
喜
び
を

か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

▲城崎温泉街を合同でパレードする城崎小学校金管
バンドと城崎中学校吹奏楽部の皆さん

▲大きな防災マップ作りに、保護者と一緒に取り組
む子どもたち

暴
力
追
放
・
防
犯
・
交
通
安
全
大
会

安
全
・
安
心
な

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

秋
の
町
民
球
技
大
会

ス
ポ
ー
ツ
の
秋　

　

爽
や
か
な
汗
を
か
こ
う
！ ▲出場者への声援が飛び交う中、白熱したプレーが繰り

広げられた

そ
れ
行
け
！
お
だ
い
探
検
隊

子
ど
も
た
ち
が自

主
防
災
活
動
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まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報広聴係まで連絡ください。

　
　

月
３
日
、
但
馬
の
小
京
都
出
石
で
「
出
石
お
城

１１
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
す
が
す
が
し
い
秋
晴
れ
の

中
、市
内
外
か
ら
約
３
５
、０
０
０
人
の
観
光
客
が
訪

れ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

中
で
も
人
気
を
集
め
た
の
は
、
江
戸
時
代
の
参
勤

交
代
の
様
子
を
復
元
し
た
大
名
行
列
槍
振
り
で
す
。

子
ど
も
の
部
と
大
人
の
部
に
分
か
れ
て
お
り
、
子
供

大
名
行
列
で
は
、
地
元
の
小
学
生
が
馬
に
乗
っ
た
り
、

鉄
砲
隊
を
率
い
た
り
し
て
勇
壮
に
城
下
町
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。

　

槍
振
り
で
は
、
出
石
中
学
校
１
年
生
が
夏
休
み
返

上
で
特
訓
し
た
妙
技
を
披
露
し
、
沿
道
に
集
ま
っ
た

観
客
ら
か
ら
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　
　

月
３
日
と
４
日
の
２
日
間
、
第　

回
阿
瀬
渓
谷

１１

３１

紅
葉
ま
つ
り（
阿
瀬
観
光
協
会
主
催
）が
、
日
高
町
羽

尻
の
阿
瀬
渓
谷
で
開
催
さ
れ
、
赤
や
黄
色
に
色
づ
き

始
め
た
景
色
を
楽
し
む
た
め
、
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

阿
瀬
渓
谷
に
は「
阿
瀬　

滝
」と
呼
ば
れ
る
さ
ま
ざ

４８

ま
な
滝
が
あ
り
、「
ひ
ょ
う
ご
森
林
浴
場　

選
」「
ひ
ょ

５０

う
ご
風
景
１
０
０
選
」
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

日
は
、
そ
の
絶
景
を
楽
し
む
景
品
付
き
森
林
浴
め
ぐ

り
や
渓
谷
の
味
覚
販
売
、
ニ
ジ
マ
ス
の
川
釣
り
な
ど

が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
日
は
、
阿
瀬
渓
谷
ウ
オ
ー
ク
が
開
催
さ

れ
、
１
１
０
人
の
参
加
者
が
落
葉
の
中
を
歩
き
、
阿

瀬
渓
谷
の
秋
の
景
色
を
堪
能
し
ま
し
た
。

▲大自然の中でニジマスの川釣りを楽しむ来場者

　
　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
５
日
間
、
但
東
町
矢

１１

１１

１５

根
の
区
公
民
館
で
「
但
東
っ
子
通
学
合
宿
」（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
が
行
わ
れ
、
合
橋
、
高
橋
、
資
母
の

異
な
る
小
学
校
に
通
う
小
学
３
〜
６
年
生
の　

人
が
、

３６

４
泊
５
日
の
共
同
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
み
は
、
子
ど
も
た
ち
が
１
つ
の
公
民
館

に
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
、
各
学
校
に
通
い
、
家
族
か

ら
離
れ
て
集
団
生
活
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
協
調
性

や
自
立
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
か
ら
帰
り
、
宿
題
を
済
ま

せ
る
と
、
地
区
の
方
な
ど
の
協
力
を
得
て
夕
食
を
作

り
、
ま
た
、
近
所
の
お
宅
で
「
も
ら
い
風
呂
」
を
し

て
、
地
域
の
方
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

▲みんなで会話をしながらおいしく夕食を食べる子ど
もたち。部屋には、みんなのランドセルが並ぶ

出
石
お
城
ま
つ
り

城
下
町
に
江
戸
時
代
の

様
子
を
再
現

▲観客の視線が集まる中、次 と々槍振りを披露する子ども
たち

第　

回
阿
瀬
渓
谷 
紅  
葉 
ま
つ
り

こ
う 
よ
う

３１
紅
葉
の
景
色
と

川
釣
り
を
楽
し
む

但
東
っ
子
通
学
合
宿

楽
し
い
共
同
生
活

み
ん
な
と
お
い
し
い
夕
食


